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とのぺて 1;-1る。ちなみ(C全国 叩 i主〉とき 。持 タづ命民{百j
1%，河立 ) 5，3気$ 7 0タぷ，給与 6， %という現状で，居住;代援にコし、では前 ] 
宅あたりの居住霊安数カ:l， 持芝、家 5.22室，民間 1 辺2忌管数は持~~)家 3L19畳，民間 1 衣料金U




の中己実に肩身の狭い思いそしながら議;している。J 乙を後 o-老人問題 p またど
と子どもとのかJrr'.!J主自に くていっしょに住めないJというのがるが，これは謝
普fであるので住宅畿のひとい大都市ではもっと大き てく J の全郊の老人“ーム
についての入所理由に， 、，狭いJtJ ホームでお怒
義。若で14.4:6を占めてし とし、うこと;:¥::-早jIi 』の中でJ?:iSべている。






























先づ。所有関係をみると，表 I-1 - ~C::示すよう;じ持ち家J*3_696，借家J1_2 必.うち民営 4


















































がO. 鹿児島市周辺がり 奄美0264であるが(佳 Jこれらに比べ号
。127で，郡犯とi有数倍、である。今回の調査では9 居住地そ鹿児島市内か，市外かの2つにう子け犬
が， その結果は， r宮内 103世帯宮市外 484世幣であり 9 これから郡部型であるととも鎖ける。
また，同居lt帯 120世帯中ゃ借家はわずかに ltl:t需にすぎないが， ζのととjJち借家では同居で、
きfS:l としてでできたものか，あるいは単に持ち
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ート調査ということで，
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ように全世情では 1-6室jが24.9潟と最高であり. 15室J21.7 溺 7~主_I 1'/.2 絡が続く。5JiJ民
も 1-6室 Il)'一番多いが， r-7室」が最高値であるn 次:
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'1 J.， ~ 5. 6 室であるのに対し木県は 3.78室 g 全:匡!は 4J5~でi5り(注 3 ) 
高い数値そ示ヂ。また，住宅品うたり 30<l萱で官これも本県19.34)昆全国23.98
表 1-. -7 1 り意IJ属@ l譲あたり人員数
L人あたり震数
lイ主宅あたり 1室あた 1人あた
t主主ソ 数 受J 打人員数 畳数
5.i1 居 5.4 29.4 む1 3 
ふ] 居 ~i 3.9 6.9 
32 世茶 30.3 89 
ヌド 県 3.7 19.34 0.85 6.02 




は一般的傾向と同様に持ら家5.83室 9 借家 3.81室 られる。また別居令
同居別にみると 9 別居 5.66室，同 1皆639室で， し、。 ただし、この値は，
同居世帯の借家が] しかないので，持ち家につい亡のみみたもので応る。一一世帯あたりの居住
室の萱数 にみると，持ち家， 31.48登，借家20.99畳と







日IJ居 r司居m 共にひ 7人である。全国0.87人智本県 0.85人lこ対し p ゆとりが
なおg これらを算出するため lとっし、Tiま守 と同信
していなし 社寄人員数にいれない結果であり， 925人 (167世帯).同居
tl寄では :i17人 (47世帯)とtl'lう値になった。 1人あたりの畳数は，別居お 3畏.r可居6.9:壁。全
7. 9畳であり，全国 6.61畳写本県 6.02 畳と比較すると，上回るものでおる。なお§ 乙れを
算出する際の1:l:l:.帯人員数についてもち と迩のとおりで、応




表トー 1-8 tζ官それらにつし 1て 。先づ b 動車で30分以内で行ける
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コ臥-河由明k
受づで， j51J居98ω%，同居99必悠と非常fCi高い値をと/れすじ
移動，連絡の面で苦数の上 Tf、ァつ.:~ V 1 '~) 
住宅事情についてまとめ忍と，
持ち家率が88Ji /U苛 %) i乙高く、
さく， よ:の問題i立大きくないといえよう。ただし返済金な d才レ亡し、どJ.
2 独立住吉 に住む人が97 9'o に多心平家が93.5影と多い。
しては好ましい。











古川恵子 p 松浦勲今村節子 u半八重子
C.マ の台所。 食事室 D {更丹F;-妙寝室の計l白の現状と，使い勝手に勺L-'1て学空三の意識
そみや。乙れら長選んだのは， 空間と:者えたか l二である。
(1) 台所。食事議
る江〉 イt.~国 1 - --て、あお。 1 のうら 3 
が「祖母!と答えといる。これらの台所の床は， 2出需がよ足 1十世併は下忌で£る門下丘一のtt1苓



























につし、℃の[ の状態 I • 
はs 表..-2 -2 [と示
すとおりである。先づz の床
lどっし、てはe 全世干;17 の街 8~づが LJ己， 9泌が
下足町三6づが!こ fて足併用とはってし iる。同
居世帯120111帯ではー i33%(16世帯)が下
足 J3:本 4itJ.帯 i1.刈井用となペー ているr バ:
l乙， そ~ヂる所のSR v --，いてみ
食事室の床の状態
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1. Lち) 96' ) 
4 1 0 544 
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( 1.4) ( O.!.i) ( 1.9) 
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h ，'" ~" の 96がと足， L 9絡が下足ャ 1ちが併用と答えておれ府民 では 5沼
は考;えな8 世帯)がド足， 3.3話 4 と答hえて"るのこれらは，
いで 一年ぞ混じて使用する床についてのととマあるc
f -・_L はりしろ適しているともいえようのちなみに， 1 f.i 1 










。風呂場匂脱衣室じっ有無 2 表 1-2.-- に示すように，風呂場(浴室)については，全体の必需品
が iあり」ち日Ij民 7it'ft，同居 2也!日(言l' ~ぢ〕が「はし」である。 本県u 信網3G話争令国
67，89oが[あり」でこれらと比較すると〔注5い持ら家率 に高いこと色関連してか" .~~ 
常にお (jiイ直そ示している。また s につい
37.3961，;e ["江し|で£る。
表-2 --:3風呂壌の有無別世帯数 義トー2._-4 
J日 居 t三
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③ 風呂場の位置2 これはヲ内J此呂か， か'2:EJldべたものであるが， は92ふ労， fs 













トJ..1'. I 2 ( 4. ) 
ヨI d 1 6 (j iG72〉
にはよくない ζ とそJgえると 5 改善した;々がよU、。
























火焔lとよる死者」では老年層が約56%で曹中でも の引火による死者!は約80勿そ l~~ める』

























みが可能でおるにも拘らず充分考慮おれていない住宅が非常に多いという ζ とになる。なま-L 同
居世帯においては， 8.5悠 く!~じるとし、うことであるが， 内部で転倒経験あり
のうち，浴室で転倒した人が3人いることから
べき点がし、くつかあることが領ける。
⑤ 浴槽内部の段;④と関連のある乙とであるn 浴槽の深さは， 50--60仰が遁当止されている
さ，床の状態など気合つける
ct主8)が，縁を越し を干ごろす形よりは，途中に段がついているものの方が 9 楽
で，安全であると感じるのは，誰もが経験すると ζろである。縁にーっかまり。 支え fょがらは
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出 債所の位置，表 I・刊 2-LUと示すように匂これは舎内便所か，
たものである。
所が当然といえ もあろうが9 老人にとってはe やはり問題となると ζろであろうじ
，.，ヲ
よりと〉。79~4 ~;が内便所， 7，6%が外便所，
る学生 表 1- ~こ示ーすように，






















表 1-2 -14 便器の形別世帯数
別居 同(%居) ( 計銘 ) (銘
和式 417 114 531 (71.1) cl 9.5) (90.6 ) 
洋式米 35 4 39 ( 6.0) ( 0.6) ( 6.6) 
両方 13 
。 13 
( 2.2) 0) ( 2.2) 
N. A 2 2 4 ( 0.3) ( 0.3) ( 0.6) 
計 467 120 587 (79.6) (20.4) (100.0) 
表 1-2 -15 和式便所の床の段差の有無
別居 同(銘居) tロ%l) ( % 
段差あり 182 41 223 (33.5) ( 7.6) (41.1) 
Tよし 235 69 304 (43.1) (1 2.7) c5 5.8) 
N.A 13 4 1 7 ( 2.4) ( 0.7) ( 3.1) 
























「自分は今後和式を使いたい杭老人は洋式がよい」と答えた者が. 587人中. 141人 (24.0%) 
??? ， ，ヮ ?
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⑦ 便所内の警報装置;表 I-2一況にみられるように，全体で l世帯のみが「あり」と答えたの
あ





表 I-2 -21 
















残り 3.6勿はN. Aで， これには， [今後のことはわからない」と答えた者が含まれている。現
状からは.ベッド志向が窺えるが，その理由には， 1.使いやすい 2楽である 3.慣れているが















米 a，b 米 C 米 d 計
( % ) L 手伝 ) ( % ) ( % ) 
あ り 73 (92.34 ) 
13 110 
(91.2) (92.9) (9 1. 7 ) 
fよ し 7 2 
。 9 
( 8.8) ( 7.7) ( 7.5) 
N. A 。 。 1 ( 7.1) ( 0.8) 










「普通J [弱い(病気がちJ[寝たきり」と分け，表においてはそれぞれa， b， C， dそ用い
? ??????
去後・老人問題研究(第 A報) (3) 
7_表わし℃一いる。
②老人居室の1:さ，表豆一--2 ，亡命示すように，者ん居室の登数ごとに出帯数そみそ}ι 実
5長;iI _.-1 ._2 のJ1;さ
C d 
畳数 市的足首人、 数 (タジ) 同室者
あり なし
2 ( 0.8) 。
K 〕〆 1. 7 ) 。 G 
4 ( 2.5) 1 。
4. 5 2 :3 ( 1 9.2) 5 3 2 
。r " 0.8) 。 。
6 4 ( 3 6.7) q 4 b 
8 円 5. ) 4 2 1 1 L 
9 q C 0.8) 。
iQ つυ ) 。 ハυ 
1[0 5 丸ず 2 2 
1l 08) 1 (〉
13 7 [) 8 ) 。
14 08) 。 。
lふ5 ( 0.8) 1 。
27 ( [J.8 。
N. ( 1 4.) 
ClOO.O ) 19 
6 3 5 (3 8. 4 
がお7タぷと主主:高であり i欠の 4.ら畳がちで，以下そ大きくはなしているハ 3番目が 8長官 10
W:5畳のそれぞれ5. ~ちであるn ただしこの畳数は，
日"， 刀 c に他の:蓄がし、るかどうかも
のうち土佐帯は専用居室そ持たないほ帯であ
a:打てViる。表で(;;1:，
ら_.c _j 0コ「同d"f者あり jの tu帯
隠居所とはみなせない広さの部展
らしている場合， ありとした門結局. i住宅あたり 〈 ι..EJふ
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表1I-1-7 暖房器具使用状況 表ト 1-8 暖房器具の種類別世帯数音響
使用して 93 石油ストープ 39 
いる ※ ( 7 .5) 
ガスストープ 2 49 
使用して 1 7 
し、Tよし、 ( 1 4.2) 電気ストーブ 2 ( 4 3.3) 
N.A 10 8.3 ) 
火 鉢 6 
電気コタツ 53 61 
計 120 
(計) 000.0 ) そ の 他 8 ( 54.0) 
米 j種類 73 
N. A 3 2.7 ) 
1種類以上 20 計(%) 113 (100.0 ) 
表1I-1-9 1病弱J1寝たきり」世帯の暖房器具の種類
C d 
石油ストーブのみ l 2 
1/ と 他 5 5 
ガスストープのみ 1 13 。 7 
1/ と 他 1 ( 50.0) 。( 50.0) 
電気ストーブのみ 1 。
1/ と他 2 。
火 鉢 と 他 2 。
電気コタツのみ 6 9 2. 5 
そ の 他 3 ( 34.7) 3. ( 35.8) 
媛 房 な し 3 ( 1.5) 1. 7.1 ) 
N. A 1 3.8 ) 7.1 ) 
計 26 (100.0 ) 14 ( 100.0 ) 
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えて 9 るかそきいたものであぷが， 1ある I(j: 6.7悠 hど
あるυ モーしてそのうちの l世帯は。同室者もL、る状態でそのうち半分は
ある。また「なo、Jf仕荷 10 のうちの ちJ 仕帯)中 3iit有!?が相 i きり|
(81立，帯)叩ら世帯が り」であるつまとめて g 全体的にみると，装i定か， し、





6.7 ) ※ l 同 のあ 2 
〈円 41) う!E2 !ノ ス
( 92) 米 3 11 ι戸炉j 
(100β) 
表立 -2…2
プ f1 l0; ン i 22 
yρ 仁Iバンと i{l 8 (94. U 
若!5 if，力、ス 2 
No 久 2 ( 5.9) 










? ? ? ?
計




前主5Q)立IJく司 ずるのは 31ほヰにすぎ、ないが， 乙こでは 9
















みると現状がわかる。表で「あり」と答えたのが~，，2 0ふ [なりが11.7%であるが内 l 
老人がふとパノそ抱えて別室と行き来せねばならないのであるハまた， とコ




CIO り 10 ( 4.2 ) 
7工 14 (11.7) 
Nゆ A にυ 4.1 ) 

















( 100.0 ) 
N. A 
に分けられているも どであり，老人にとって o') 老人が使へとと
後予想、される部毘L;t， ζれらの点にも夕刊をつけて計匝ずべきであろう。
(3) 排池
会H十帝.!と♂コいて簡単にみたあと， し'Jと きり jの老人につしもてみてし、くっ
白 老人専用便所z 専用便所の有無ム 持ち運びできる lこっし、でiUmへ;
_， l. 





















70.1必 9 分で便器を使用しているj 6. 9 ~ぢ. l'子伝っ
「自分で便所に行く j者が
行く者J2.3 %. rと
ぐ言: p 表1l -'.2.-7~と示すよう~L，全体犯人中 g


























ある。ぎてどてには， l'自 行く j者と って便所に行く j者， と
7 について，老人専F脅かどうかとー ι表r 叩 2~8 fζ
である I;仇水洗，投み取り 9の計1世帯 (37.9第). l'なし」が18世得 (62.J.96 
であ
以下は守専用便所のなし みナこものできう (表立_，. - 9"~表 II -:2..15)。
-282-
老後。老人問題研究(第一報) (3) 
表E 2 -10 表1I--2-"患の「なし」
表1I~ 2-11 療器の形
(%) 去十 C% ) 














4 ( 6. ) 




5 ( 7β) 
2 13 ( 7 2.2) 
〈υミ 18 (100β) 
d 









31 ( 5. B ) 
75 ( 2.5 j 
14 (1 ) 
(1 0目。)
a) 便所の位置に一ついては，表立-2 -.9に示、すように，





8. (5 ) 





2 (1 1. 
同1.1修)
きりJ1)宥 出
白川 J恵子 a 松浦勲。
)便器の形は表II-'2-lHと示、すよう きり I ). 守( .，.~ 」
りJ1)でも洋式は全て7.ki先である。和式について，表I-2 --12のようにーの途中に段差ーが
ついたもの4世帯 t きりJ0)，段差のないもの10位帯ごある。
d)老人にとってよいと思われる形は 2 表立 -2-i::lにあるように， よいJと思う学生が
16ヘ5 が1人( な恋人のいる ある)であったの
e 1便所内lこ手すりかその代わりになる物があるかについ ζは，表n -14にあるように iあり l
泊三Ei，I-Ii マ， さそ)J世帯が2含まれる。













りiが2ti %， 311立高だあるが?うち ρ:1. りJ0)老人によるもの






!人，廊下--人3 とがり縦一 1人， " <1ノu 内.-2 
どもゐるが，転倒事故f:r'多いととを改めて知らされる結果で
120 
61な等ある。そのうら いという理由だが事筏り 3世帯は， えるι里自に 4
[";1二いし友達といっしょに楽しめなどというもので w 自宅に浴室がじらりfJ、がらも司週に -2









iとvっしγ1こま u 農業ij:、 る， 品， 5 二L間の問題などがあり，求人?こ
? ??
」〆






しカ，lノ， そ ち家主は苛後の増， は.経済的@ 肉体的な面から，
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